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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本鍛圧機械工業会

（JFMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべ

きとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 0955 規格群（工作機械－環境評価）は，次に示す部で構成する。 

JIS B 0955-1 第 1 部：エネルギー効率の高い工作機械の設計手法 

JIS B 0955-2 第 2 部：工作機械及びその構成要素に供給されるエネルギーの測定方法 

JIS B 0955-3 第 3 部：金属切削工作機械のエネルギー効率に関する試験の原則 

JIS B 0955-4 第 4 部：鍛圧機械及びレーザ加工機のエネルギー効率に関する試験の原則 
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日本産業規格          JIS 
 B 0955-4：2025 

工作機械－環境評価－第 4 部：鍛圧機械及び 

レーザ加工機のエネルギー効率に関する試験の原則 

Machine tools-Environmental evaluation of machine tools- 

Part 4: Principles for measuring metal-forming machine tools and  

laser processing machine tools with respect to energy efficiency 

 
序文 

この規格は，2019 年に第 1 版として発行された ISO 14955-4 を基とし，我が国の最新技術に対応するた

め技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差

異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

環境負荷は，全ての製品にとって共通の課題であり，天然資源が減少している中で，工作機械の環境パ

フォーマンス基準を定義し，その基準の使用について規定することは重要である。 

産業界で使用する工作機械は，完成品又は半完成品を製造する複雑な工業製品である。それらの環境へ

の影響は，端材，潤滑剤などの補助物質の使用，その他の物質の流れに加え，電気エネルギーの熱への変

換，大気への熱の放散又は流体による熱交換，さらに，圧縮空気などの他の資源の使用を含んでいる。 

関連する考慮事項に基づき，JIS B 0955 規格群は，使用段階における環境負荷に焦点を当てている。 

工作機械の性能評価は，設備投資の重要なデータとして，経済価値，技術仕様及び運転条件に関して多

面的であり，それらは特定の用途によって影響を受ける。同じ工作機械でも加工物及び運転条件によって

供給されるエネルギーは異なることがある。したがって，工作機械の環境評価は，これらの側面を考慮せ

ずに行うことは不可能である。 

1 適用範囲 

この規格は，特定の条件下で供給されるエネルギーについて再現性のあるデータを得るために，鍛圧機

械及びレーザ加工機の設計，製造及び供給を行う者によって実施する必要があるエネルギー評価試験の実

施手順の技術的要求事項及び手段について規定する。 

JIS B 0955-1 及び JIS B 0955-2 とともに，液圧（サーボ）プレス及び機械（サーボ）プレス，タレットパ

ンチプレス及びプレスブレーキ，パイプベンダー，並びにレーザ加工機に関連する全ての重要なエネルギ

ー要求事項は，それらが製造業者の意図する及び予想した条件下で使われた場合に適用する。 

この規格は，機械的な力を伝達し，スライド，パンチ又はビームに取り付けて操作される金型によって，

金属若しくは他の材料の切断，成形，又は加工を行う鍛圧機械，及びレーザ光のエネルギーを利用するレ


